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1987 • 8 - I (月丨回発行) 


月刊 • え<てびあん-立 JII と語ろう • 立川に生きよう 


通巻37号 
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身近かな「小さな旅」に出てみませんか❶ 

特に市の南側におられる方は、「砂川」方面の土地カンに疎 
いようです。それだけに、風泉も新鮮に映ろうというもの。 

昨年、本誌が逦載した「歴史のひとこま」をたすさえてゆ 
<もよし、現在連載中の「立川のモニユメント」 4 P 役立てて 
下さい • 

この夏休み、麦わ5帽子をかぶつて、ぶら〇「歴史の旅」に 
出掛けてみ#6せんか。 


パスで^3 . 1か 

る*このパスは - N 3 if 北 n :» tflze & 
荊の1番か2番乘り蜴に来る。立川 
バスの11から15番のバスだ•砂^！! 
si でだ inl 駅から科金 U 143^ 
円•砂川 3 WVS ： りると目阿 
味天#:^/ 

十：！ くから砂川の供守として祀られ 
ている。現在の本 K !: は二•白八十年ほ 
I 刖に® a されたもの V & S では、 
般に次ぐ歴史を侍つ木 
氏子は砂川 SI 2 I 全域に及 
ぶ。大みそかから1^21;にかけて「か 
がり火」がたかれ9月15日が秋 
祭' に原料をつく 


る奋の f 


り I ている^;£钍が合祀されてい 

る。 { iTT の宮崎さん 

3& B / についてもおもしろい S を M か 

せてくれる。 

阿10^天*:^の向ぃの靴 

店の五 nrfll ぞぃに庚申塚が f 。 

保み具合か.-: 4 C そぅだ '' , fc 

さらに? S に 五日® & ifi を行く-^ 

俩に「魚辰」とい^^^ある。眇 

い 15^ この 店の裏あたり 

にかつて『まいまいず井 Ilj があつ 

たと tin •フ • の t おりカタツム リ 
のょぅに裘の道がついたす b ばち 
状の并戸だ • «♦ 友が•欠^!その形 

跡はない。ここ<:あつたと：贤れて 

いるが、そ0#¢を兄た人はすでに 

ぃなぃ ❶ 

さらに西に行くと 1 !番〇^ 

点がある。ここ矣に曲つて三分ほ 

かかる 4^ im 檐 

がある c ttf . 刖に施した接の透かし 

が美しい。村山方向に f 渡る i 

側に「馬跗親奋」が祀つてある。街 


」ぁる^ g をおまつ 




通^ wttrr る：^ちが*朴に表わ 
れている**苷からあったものが «ft 後 
の浪&になくなり•そ0_坩の 
4 V 故が多発したため新たに有志が生 
って 冉甩したものだそラ^ 

る前のにそつた道 
40^に人って五十メ—トル 行っ た 
傷がこんもりと 111 になつていて木 
が茂つている*^ * る。ここが金比 
II 山 K もとは江戸 1 st : に^：:した 
*^€士山： 15 Sj の f 
塚 <5 e +*^ ti : もある) 

ではないかと！ n : われて 
いるが •一八 五岡 it 
八六十年の間に^: S ： 

の i •砂川家が除主 
となり、項上に 

su sr - 

現」その r 

_社」を勧 ML た • 

伝えられている。 

かつてでは水 

上連送が行われていた 

ので健華を析って建て 

られたものであろぅ： 

さらに山から 

fi i : 行く-^ f—j 運？^ 

行われていた巴&岸の»がある。こ 
の*た〇一带は妹が多くそぞろ^* 

に 1 HRSV ある。去年かたつ 

ぶり液れていて，かつての 

を思い起こすこと*^來るだろぅ。 

さらに西に進む上 2 I & の川^ t * ばれ 

た残堪川と* M する。0の各刑の 

山来はこの^一よく梁してそのた 

びに砂 4^/ lv ^ f たことによる。 

砂川-蕃の wcfcM つて Jt 口 Hi 

i & a を西に山逍人口が 


£ 発 



年か，^が滴々^^れるょぅになつ 
た上水ぞいの道は、爽やか：/ 

武 a 野の昔の姿を S いおこしながら 

のそぞろ^ Ti はろぅ。 

この-にも新しい4!3<が年々に 

增加 I ているが「わが街」を知る» 

びは、 i ず少くことからではないだ 

ろうか❶ 

a い苷の人々の生活に思いを驰せ 

れば、新しい明口が見えて来るよう 

な P する。 










真夏の冬景色 

3 と^ 1 ^*- 0 ?- 0 ” 1 、」.* 11 ;--| 1 ^, v .!-. 4 — rirl .- ort •，り” r . ハ, , • •と JtlrrvtlL 11 r ;- L * lr *,- ^ 


この碑については本誌72^で触れ 
ているが，申がぶつか-〇て三つに壊 
れて-. Hi つた t 碑4^口に西に行く 
に*^ i ある。^ SSE 発を 
進めた M たちの心の支え t して一 
六 E 十年に«耷一六五四年に 
されな宗派は1%済宗寶# IT 峒 
治時代には SB ： に•約30年にわたつ 
て学5^55没けられ•村の子供たちの 
於 ft * が tf われ；^ se 念の石#が入 P 
$1:建てられている。子供たちの 
声が今えて 3 sf ^ する。 

at ぎ：^租つた^が、時 
問をたつぶ今 t つて、のんびり歩い 
てみることをお勧め I たい■持に去 


天碑 


issiis 

蝙钜とは*つくづくおかしな仕 
丰だと思う•この炎大下で，もう 
冬のことを考えている◊なにか物 
事の「先兄性 I があるようでいて 
その荚そうでもないのは多分 • S 
には「复」を本 K をい it て兄据え 
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真如苑だより 


尚 n 货が燃えるように咲い A 


ております"«-5 0 :がつづ 
昨今、あの生命力が欲しい 
の t 痛®いたします。 

»扣苑では綠の風をご用£ ;: 
して，皆さまのお越しをお待 
ち申しております9 
_ ^ 

<3 

<! 


■日時 


午後2時—4時 
■钾本蟓、戎如宝物肮をはじ- 
め tl て映'! など盛りだくさ‘ 
んの用*が L てございます" 

■立川市民 <* 人)1:限らせ M 
て頂きます。 

■お屮 L 込みは「えくてびあ 

ん•コンパ 

ニオン」？ 

达を手* 

L てくれ 
た人 ) r 



ていないからであろ，つ。 

押® U さておき、 a に冬景色を 
こころのフアィンダ—からのぞい 
ているのは、|楝の「職楽病」で 
はないだろうか❶今年のでへスト 
立川人 • RJ に®蜴していただく 
方は、何処のどなたであろうかと 
想いをはせ•来年の々レンダ！は 
どういう趣向のものが立川人に* 
んでいただけるかなどと考えてい 
る時に「こんな人が] flc 川にもおり 
ますよお」と声を掛けてくださる 
方がいる。 

額の汗がさあつとひいて♦一陣 



^ U 
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甲州街道▼道標 


の風が心身 
を癒してく 
れる-編粜 

货のおお 

むねは「輪 
稍」だが•こ 

ういう 「HS 
かい声」が 

届けられる職業は•ほかにメソタ 
にないのではないかと圯うとさ • 
マンザラでもないなあ、とひとり 
ごちる々 

「説#に支えられて j とは，ょ 
く榀生者が口にすることである。 
だが•はんとうにそれを*感する 
櫟会がいつも訪れているわけでは 
ない•この「15万都市」立川ならで 
はの「反応」は，はかで a ちょつと 
得雜いものでぁる3 (立#?！ F 介》 

はいじま. 2 Lnm みち=ん，»|' 

州道中 j と刻まれていろ： 

この道楞がいつ' どのような 
山來で*てられたのかは•残念 
ながら-ゎかろなぃ。迸«:は一 


時， 


屮州街 is というと、.％在は， 
日野梅を渡り八王子へ向かう道 
を指すが、もとむとは、鋁町 E 
丨 n 市 S : ブールの*: 

倒にある逍が 

そうだつた 

という。 

こ S 望 j c 


立川市役所人 uli 发かれて 
いたか、昭和 







ともなれば，プ—ル 
にやつてくる' f ども it であ 
ふれる£だか' いつも a ' それ 
ほど入 ill りは多くない e むしろ’ 
閑 »々 itl である。それが 「aiiaJ 

そめ甲州声 ifi と' ffft •五口 
市方面への分*^に『通樣 V .は*>; 
つた。市*&テニスコート検の、 

小松嵌館の ia 5 fe にあったという卩 
おに . V み肜の&然石には r *、 




六十年 iyw 
史 K 俗資 f-lffi 
に移？れた。 

街 ia を嵌ん 
や飛脚か. a . ぎ 
足で歩いて行 
つたのか‘ こ 
の道1 g を眺め 
ていると、そ 
ぅした ：： I 
足^が M こえてくるよぅな si が 
する" <H • H > 

甲： I ：術道と林 1 T 3 S . 日 m 万面との 
分歧席に立てられていた iff 愫•た 
が，«念なことに*その由來は" 
現在 T は全く不明 T ある 


1 


「上ラ、 J そ、 ^ 和へ」 
街的から 
芡顔のごあいさつ 


If 


$0r1ww -ィ Y 3 
家。菜、 fr r>:s 动 

m ^ 0 v 

し •••v.dlryv krt 

vor^o 
43 竹 背？ ^ 

都 3 つ^ SYiJ v 4会 
孑- ll ^.^ w 孑®? 4- 

樺射 戮省 

- t— Js. ->lt 7^ 


1 

• Ma 「李刊 • 人」が 
に変 R された ft 新号で 「 E : 刊えく 
てびあん」を祐 « してくださって 
いる*それか•あらぬか、都心の 
いくつかの文設から「資料と 
して保存したいから毎号おくれ」 
というご命令•わが「えくてびあ 
ん」はそんなにブン々的なのであ 
ろうか。 • 先 H 号の「ガリバ 1 J 
の写爽は' A - m 莪治 <本誌》の作品 
だが•これも fm 庁から借用の 
依賴か I 6 i 生 sfi にきている"「连くま 
で出张雉杉した叩斐か A った」と 
は吉出の弁- • 世の中には名前が 
ない店があるということを今回の 
「■©板」の取材をしてはじめて知 
った•名を被せずに商う、 S 々た 
るキモッタマであります。 •白 服 
に月光しみてえくてびあん 

^■集 I 石8政鶚 * hmtt 子裨山肩乎1¢川琿 

田中*孑 JWBW 子♦於£弘裹龜私子 
- s - S - ^ 4 t 田*治 

スタジ 3r * MM>9 


§ス<てびあん K^orf 

昭和六十 二 年八月 I 日発行 
発行所えくてびあん麻籮エ荩 
東京都立川市柴埼町 2-411 
ファィンビルディング 3 F 
货話〇四二五 goo82 
«集人立并啓介 
発行人沖野*勇 
印刷所株式会社立川印削所 



立川のモ 


空欄に一字押入を St みょ、- 

見縫挿 L,i 
□面冷塊 



















































堤優子？ん 
堤屋(柴蝻町 2 丁目） 

わ苗に立った*八料理 
をしたりと忙しい中でも 
舉灞を a いに行くゆとり 
を塞れない • 




ANOKO 零 KAWAIYA 

圏 看板娘 


食品を扱う板娘の哲さん、笑肋がとて 
も良く似合う。爱い中でも笑顔が爽やかな 
風を心の中に送り込んでくれる， 
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敬 r さん 

f ル f ル 11 ftr 2 丁 〇；. 



Ji 

、43 t 
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ft 曝梅关さん 
マリアン{高松町2 丁目) 

at: 出て充るだけでなく8 
らケ—キを作るさらに醃を 
H く fc め1:科11学校で«雀中 
という二れからが壤しみ • 





ち"*つとオシヤレな 
アィスクリ—ムを光る 
达で、氰さ<な播客か 
人 1 R の竄本さん‘ 
















